
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２月 26 日（木）本校において第３回学校運営協議会を開催 

し、９名の委員の方々に出席していただきました。 

 本校事務局から年度末反省報告と今年度の進路決定状況報告 

を行い、委員の皆さまより第三者評価となるご意見をいただき 

ました。（裏面参照） 

 その後は、次年度の活動に向けた確認や課題について検討し 

ました。主な確認事項は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

令和８年３月 23 日現在 

国公立私立 計 紹介 縁故 公務員計

男 3 11 14 0 5 4 0 0 4 1 24

女 1 10 11 4 10 1 0 0 1 1 27

計 4 21 25 4 15 5 0 0 5 2 51

合計
短期

大学

専門

学校

４年生大学 就　　職
未定

 
【国公立大学】 

北海道教育大学 旭川校  北海道教育大学 釧路校 

 室蘭工業大学 理工学部  青森公立大学 経営経済学部 

 

【私立大学】 

 北海学園大学 法学部 ／ 工学部 

 札幌大学 地域共創学群 法学専攻 ／ 経済学専攻 ／ スポーツ文化専攻 

 札幌学院大学 経済経営学部  天使大学 看護栄養学部  藤女子大学 文学部 

 札幌大谷大学 芸術学部  北海道情報大学 総合情報学部  北海道科学大学 保健医療学部 

 北海道医療大学 リハビリテーション科学部  中央大学 経済学部  日本医療大学 保健医療学部 

 武蔵野大学  道都大学  エリザベト音楽大学 

 

【短期大学】 

 北海道武蔵女子短期大学  函館短期大学 

 

【専門学校】 

日本工学院北海道専門学校  北海道情報専門学校  札幌看護医療専門学校 

北海道リハビリテーション大学校  中村記念病院附属看護学校  函館歯科衛生士専門学校 

 札幌ほいく専門学校  札幌医療秘書福祉専門学校  北海道どうぶつ・医療専門学校 

北海道理容美容専門学校  札幌ビューティーアート専門学校  北海道立農業大学校 

資生堂美容技術専門学校 

 

【就職】 

有限会社典礼舎  株式会社ほくやく  野口観光ホテルプロフェッショナル学院総合調理学科 

 株式会社小鍛冶組  築地魚市場株式会社 
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【インターンシップ】 

・役場でのインターシップは可能。 

・学校の希望を反映させたい。 

・商工会名義ではなく、学校運営協議会名義で依頼する。 

  

  

小中学生との勉強会の実施について話合いました。また、

総合ビジネス科で実施している起業家教育や学校祭 PTA

バザーの今後について議論しました 

 ・学校の希望を反映させたい 

先月行った本校と上智大交流について話し合い、大変貴重

な交流であるためぜひ続けてほしいとの意見が出されま

した。 

○八雲学・1 年農林漁業出前講座 9/19 

○合同企業説明会① 6/26 

○２年インターンシップ 9/17～18 

○２年上智大学交流事業 9/12 

○２年探究学習発表会 11/4 予定 

○海外短期研修報告会 ２月上旬予定 

  

【学習ボランティア】 

・来年度 7/23 に高校生を参加させていただきたい。 

・中学校と連携を深めたい。 

  

  

○起業家教育 ・木蓮講師 6/10,7/23,9/24 

○企業とのコラボ カントリーマアムのデザイン更新 

10/5 お披露目 

○春季・秋季地域清掃ボランティア 

  6/12,10/16 

○地域行事「八雲山車行列」への有志参加  

 7/5 

○子ども会広場ボランティア参加 9/21 

○小中高連携・バドミントン部野田生・熊 

  石中と合同練習 

【道教委「実社会・実生活と結びついた課題設定」 

支援プロジェクト指定校に係る合同説明会】 

・来年度 12 月８日本校で実施決定  

・地域の企業にも参加いただく。 

・学校応援団リスト作成を主旨とし、今後の探究活動

推進につなげる。 



 

 

 

 

北海道八雲高等学校長 円 山 健 一  

１ 本年度の重点目標 

 １ 生命尊重や人権擁護の精神のもと、生徒の心の琴線に触れる教育を推進する学校 
 ２ 生徒一人ひとりの学力向上を目指し、主体的でより高い資質・能力を育成する学校 
 ３ 保護者の期待に応え、生徒が希望する進路を実現する学校 
 ４ 保護者や地域から信頼され、生徒にとって魅力ある居心地のよい学校 
 ５ 職員が協働意識を持って仕事に取り組み、強みを生かし合う学校 

２ 自己評価結果・学校関係者評価結果の概要と今後の改善方策 

評価項目 自己評価の結果 学校関係者評価の結果 

総 務 ・校務 DX 化を進め、教育活動や校務運営の円

滑化・効率化を図った。 

・学校説明会の内容を変更し、中学生により高

校生活をイメージさせることができ、好評であ

った。生徒減少の現状を踏まえ、近隣の中学校

や外部にアピールする必要がある。 

・学校ホームページの充実化を図った。タイム

リーかつ生徒の学校での様子を適切に情報発

信できた。 

・さらに校務 DX を進め、教育活動や校務運営

の円滑化・効率化を図り、生徒と関わる時間を

増やしてほしい。 

・小中学校と連携を図り、学校をアピールする

機会を増やしていただきたい。 

改善方策 ・学校の教育活動が地域や保護者に円滑に発信されるよう、広報体制の一層の充実を図る。 

・校務ＤＸ化をより一層進め、校務の効率化を図り、質の高い教育の実現につなげる。 

 教 務 ・外部に公開した授業公開週間や授業評価アン

ケートを実施することができた。 

・単元配列表の作成に着手することができた

が、学校教育目標と教育活動とのつながりを深

めるため、「身に付けさせたい力」のキーワー

ド化が求められる。 

・ICT 機器を活用した取組を教員間で共有した。 

・授業公開週間や授業評価アンケートの実施に

ついては評価できる。より多くの方々に授業を

見ていただけるような PR も必要。 

・教員と生徒、教員、地域を「つなぐ」ことを

キーワードとした取組は大変よかった。今後、

地域から学校へ提案し、協働していきたい。 

改善方策 ・校内研修を深め、授業改善や身に付けさせたい力の共通理解を図る。 

生徒指導 

 

 

・よい人間関係を築くことが苦手な生徒が多く

いるため、学校をあげて望ましい人間関係づく

りの活動が必要である。 

・巡回等で、生徒とコミュニケーションを取る

機会を増やした。 

・既成の枠に収まったネットパトロールや各種

講演会ではなく、他機関への依頼や演習を取り

入れ、内容等の充実を図る。 

・デジタル化が進むにつれて、スマートフォン

や情報リテラシーの指導が必要になっている。

継続して指導していただきたい。 

・校則の見直しについて、生徒の主体的な活動

になるよう取り組んでいただきたい。 

改善方策 ・ソーシャルスキルトレーニングの充実を図る。いじめ防止の取組を継続するとともに、今後

も SNS に関する指導とトラブルの未然防止への対応を組織的かつ粘り強く実施する。 

進路指導 

 

・進路指導に係る LHR の時間が十分ではなかっ

た。地域の協力で行ったキャリア教育は充実し

た取り組みであった。 

・進路指導部と学年が連携を図り、多くの生徒

が進路決定をすることができた。 

・合同企業説明会は、町内 21 事業所に来てい

ただいた。次年度も多くの企業に来ていただく

が、全学年を対象に実施していただきたい。 

・進学する生徒にも、キャリア教育を充実させ

ていただきたい。 

改善方策 ・生徒の希望進路の決定を目指し、LHR での全体指導を元に今後もガイダンス機能を充実させ、

一人ひとりの進路希望に合った指導を展開していく。 

・八雲町合同企業説明会の拡充 

その他 

 

 地元企業からの求人に見られるように、八雲

高校の教育、生徒の資質に一定の評価と期待を

得ている。教科のみならず総合的人間力を育む

ことができるよう、探究的な学びを地域と連携

して行う。 

・探究活動などで学校が求めていることを地域

に発信し、地域と連携していく必要がある。 

・学校運営協議会として、より一層活動を支援

していきたい。 

改善方策 ・学校運営協議会を活かした地域への発信 

・道教委「実社会・実社会・実生活と結び付いた課題設定」支援プロジェクトで実施する「合

同説明会」を利用し、探究活動について地域の理解を深め、連携を図る。 

公表方法 ・ＰＴＡ総会での説明    ・学校ホームページへの掲載 

 

 

 

 

 北海道八雲高等学校学校運営協議会（CS）通信 第３号 

 令和７年度学校評価報告書をお知らせします。 

北海道八雲高等学校学校運営協議会事務局 

   

担当：教頭 上村 tel:0137-63-2105 

  

本校 HP に、本校の教育活動を更新しています。  

 ぜひ一度、本校 HP をご覧ください。    → 


